
卒業要件 (R7年度までの入学生) 
 

教育課程(授業科目)は、学科ごとに編成されています。 

卒業するためには、4 年間以上在学し、必修科目を含めて各学科が定める以下の条件を満たさなければ

なりません。 

 

〈人間学部の卒業要件〉 

学 科 

卒業要件(最低修得)単位数 

合 計 取得学位 
学部共通科目 

学 科 専 門 科 目 

<基幹科目> 

最低修得単位数 

<応用科目> 

最低修得単位数 
学科専門科目計 

心理学科 32 単位以上 46 単位以上 30 単位以上 92 単位以上 124 単位以上 
学士 

(心理学) 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 32 単位以上 40 単位以上 36 単位以上 92 単位以上 124 単位以上 
学士 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学) 

※ 学科専門科目には、「基幹科目」と「応用科目」の区分があり、2 つの区分を合わせた合計単位数として 92 単

位以上の取得が必要です。また、学科ごとに、「基幹科目」と「応用科目」それぞれの最低取得単位数が定め

られています。(さらに、学科ごとに「基幹科目」と「応用科目」内が小区分に分かれており、取得単位数に

ついての条件があります。) 

  また、学科専門科目 92 単位のうち 16 単位を上限として、学部共通科目(32 単位を超えた分)または他学科の

指定された科目、福井県内大学等単位互換制度協定校が開講する科目のうち教授会が認める科目の履修で自

由選択科目として学科専門科目の単位に算入することができます。 
 

 

(1) 人間学部では、2 年次末において、2 年間在学(休学期間を除く)し、卒業要件として必要な単位数 46 単位以

上を取得した学生は、3 年次への進級が認められます。本条件を満たすことができなかった学生は、3 年次へ

の進級が認められず、2 年次へ留め置かれます。 
 

(2) 学生の適正な学習時間(自習時間を含む)の確保を目的として、履修科目の登録単位数については、各学期 24

単位として上限を設けています(編入生及び 4 年次は上限を設けていません)。なお、GPA値が 3.0 以上の学生

は、次の学期に履修登録できる単位数を 28 単位までとし、上限を緩和しています。 

 

 

〈人間生活学部の卒業要件〉 

学 科 
卒業要件(最低修得)単位数 

合 計 取得学位 
学部共通科目 学科専門科目 

健康栄養学科 26 単位以上 102 単位以上 128 単位以上 学士(栄養学) 

子ども教育学科 26 単位以上 102 単位以上 128 単位以上 学士(教育学) 

※ 学科専門科目 102 単位のうち、10 単位までは他学科の指定された専門科目の履修を自由選択科目として学科

専門科目の単位に算入できます。 
 

 

 (1) 2020 年度入学生より、学生の適正な学習時間(自習時間を含む)の確保を目的として、各学期の履修科目の登

録単位数に上限を設けています。健康栄養学科は 24 単位、子ども教育学科は 26 単位です(編入生及び 4 年次

は上限を設けていません)。なお、GPA 値が 3.0 以上の学生は、次の学期に履修登録できる単位数を健康栄養

学科は 28 単位、子ども教育学科は 30 単位までとし、上限を緩和しています。 

 

 

 

 

 

 



卒業要件 (R8年度以降の入学生) 
 

教育課程(授業科目)は、学科ごとに編成されています。 

卒業するためには、4 年間以上在学し、必修科目を含めて各学科が定める以下の条件を満たさなければ

なりません。 

 

〈心理学部心理学科の卒業要件〉 

学 科 

卒業要件(最低修得)単位数 

合 計 取得学位 
教養科目 

学 科 専 門 科 目 

<基幹科目> 

最低修得単位数 

<応用科目> 

最低修得単位数 
学科専門科目計 

心理学科 
32 単位

以上 
46 単位以上 30 単位以上 92 単位以上 124 単位以上 

学士 

(心理学) 

 

〈ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科の卒業要件〉 

学 科 

卒業要件(最低修得)単位数 

合 計 取得学位 
教養科目 

学 科 専 門 科 目 

<入門･基礎科目> 

最低修得単位数 

<応用科目> 

最低修得単位数 

<特別演習･卒業研究> 

最低修得単位数 

学科専門 

科目計 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆ 

ｹｰｼｮﾝ学科 

32 単位 

以上 
40 単位以上 22 単位以上 14 単位以上 92 単位以上 124 単位以上 

学士 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学) 

※ 心理学科、ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科では、教養科目で 32 単位、学科専門科目で 92 単位以上の取得が必要です。

なお、学科専門科目にていくつかに区分されておりそれぞれの科目区分にて最低取得単位数が定められてい

ます。また、学科専門科目 92 単位のうち 16 単位を上限として、教養科目(32 単位を超えた分)または他学科

の指定された科目、福井県内大学等単位互換制度協定校が開講する科目、放送大学が開講する科目のうち教

授会が認める科目の履修で自由選択科目として学科専門科目の単位に算入することができます。 

 

 

〈栄養・子ども学部の卒業要件〉 

学 科 
卒業要件(最低修得)単位数 

合 計 取得学位 
教養科目 学科専門科目 

健康栄養学科 24 単位以上 104 単位以上 128 単位以上 学士(栄養学) 

子ども教育学科 24 単位以上 104 単位以上 128 単位以上 学士(教育学) 

※ 健康栄養学科、子ども教育学科では、教養科目で 24 単位、学科専門科目で 104 単位以上の取得が必要です。

また、学科専門科目 104 単位のうち、10 単位を上限として、他学科の指定された科目、福井県内大学等単位

互換制度協定校が開講する科目、放送大学が開講する科目のうち教授会が認める科目の履修で自由選択科目

として学科専門科目の単位に算入することができます。 

 
 

(1) 学生の適正な学習時間(自習時間を含む)の確保を目的として、履修科目の登録単位数に上限を設けています。

心理学科、ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科、健康栄養学科は 24 単位、子ども教育学科は 26 単位です。(編入生及び 4 年

次は上限を設けていません。) 

なお、前学期の GPA 値が 3.0以上の学生は、次の学期に履修登録できる単位数が緩和され、上記の上限単位 

数に 4 単位を加算されます。 
 

 

(2) 2 年次の学年末において、2 年間在学(休学期間を除く)し、各学科で定められた卒業要件として必要な単位を

取得した学生は、3 年次への進級が認められます。本条件を満たすことができなかった学生は、3 年次への進

級が認められず、2 年次へ留め置かれます。 

学 部 学 科 卒業要件として必要な単位数 

心理学部 心理学科 46 単位以上 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 46 単位以上 

栄養・子ども学部 
健康栄養学科 48 単位以上 

子ども教育学科 52 単位以上 

 


